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時
計
の
物
語 

 

時
計
に
は
、
長
針
と
短
針
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
２
つ
の
針
は
、
一
時
間
に
一
度
必
ず
す
れ

違
い
ま
す
。
重
な
り
ま
す
。 

一
時
五
分
ぐ
ら
い
に
重
な
っ
て
、
二
時
十
分
ぐ

ら
い
に
重
な
っ
て
・
・
・ 

た
だ
、
十
一
時
台
だ
け
は
、
長
針
と
短
針
は
重

な
り
ま
せ
ん
。
次
に
、
重
な
る
の
は
鐘
の
鳴
る

十
二
時
な
ん
で
す
。 

私
が
、
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、 

鐘
の
鳴
る
前
に
は
必
ず
報
わ
れ
な
い
時
期
が
あ

る
っ
て
こ
と
。
人
生
に
お
け
る
十
一
時
台
と
い

う
の
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
で
も
大
丈
夫
。
必
ず

重
な
る
、
鐘
の
鳴
る
十
二
時
台
が
必
ず
や
っ
て

き
ま
す
。
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。 

諦
め
な
い
で
。 
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